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〔Press Release〕                            2008 年 10 月 21 日 
報道関係各位 

株式会社テイツー 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 連結業績サマリー 

（単位：百万円） 

 2007/2 期 
中間期 

2008/2 期 
中間期 

2009/2 期 
中間期 

（前期比）

連結売上高 １９，７８９ ２１，７４７ １９，７５５ -9.2％

（古本市場事業） １７，９３９ ２０，１８９ １７，９７０ -11.0％

（アイ･カフェ事業） １，６０９ １，３４８ １，５６７ +16.2％

（ＥＣ事業） ２７４ ２５７ ２６１ +1.7％

連結営業利益 ２９６ ７６０ ４８３ -36.4％

連結経常利益 ２６４ ７５３ ４５９ -38.9％

連結当期純利益 ４９ ４５１ ９１ -79.7％

 

 

○ 連結業績推移 
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株式会社テイツー（JASDAQ7610） 

２００９年２月期中間期業績概要 
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売上高 17,970 百万円（11.0％減） 営業利益 1,075 百万円（18.9％減） 

 

・ 前年同期のゲーム市場活況の反動減等の影響で、減収減益 

・ 店舗の売場レイアウトの変更や店舗オペレーション改善による業務効率化に注

力 

・ お客様の店舗への誘導を目的に「ふるいち店舗情報サイト」オープン 

・ 夏のキャンペーン「古本市場 夏の大感謝祭」を実施 

・ 古本市場松原店（大阪府）のスクラップ＆ビルドを実施（4月 24 日） 

・ 直営店として古本市場東村山店（東京都）を出店 

・ 物流センターの規模の適正化による将来の販売管理費の低減を目的として、同セ

ンターにある古本在庫の一部の臨時廃棄を決定し、これに伴う特別損失計上 

 

 

 

○ 古本市場事業既存店増収率 
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古本市場 東村山店              古本市場 松原店 

 
 
 

１．古本市場事業の概況 

前年同期の売上好調の反動減 

0099//22期期中中間間期期  

△△  1111..44%%  
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売上高 1,567 百万円（16.2％増） 
営業損失△58 百万円 

（前期は 123 百万円の営業損失） 

 

・ インターピア株式会社の新しい POS システムの開発が完了し、大口顧客への納品

完了 

・ ＦＣ店としてアイ･カフェ ピーアーク竹ノ塚店（東京都）1店舗を出店 

・ アイ･カフェ岡山本店のスクラップ＆ビルドを実施（4月 25 日） 

・ インターピア株式会社の新しい POS システム関連売上計上やスクラップ＆ビル

ドの効果等により、営業損失は大幅に減少 

 

 

    アイ・カフェ 岡山本店                アイ・カフェ ピーアーク竹ノ塚店 

 

 

 

 

 

売上高 261 百万円（1.7％増） 営業利益 7百万円（39.0％減） 

 

・ テーマ別古本販売企画をはじめ、各種販促キャンペーンを実施 

・ 利益率の高いリサイクル品の売上を中心に引き続き順調に推移し、営業利益の

黒字定着 

 

 

 

 

 

 

 

３．ＥＣ事業の概況 

２．アイ・カフェ事業 
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① 「物流改善プロジェクト」を発足 

 

当中間連結会計期間において物流コストの見直しや古本管理オペレーションの改善を目的に「物

流改善プロジェクト」を発足いたしました。本プロジェクトでは今後の出店計画等をもとに、物流

センターが必要とする適正在庫量を再定義し、適正在庫の維持に必要な店舗及び物流のオペレーシ

ョンの具体的改善策並びに再定義した適正在庫を上回る過剰在庫の廃棄を決定いたしました。 

これにより、特別損失１８２百万円を計上いたしましたが、今回の過剰在庫増加防止の体制確立

をベースに、今後の物流コスト削減及び販売力強化による営業利益改善を実現してまいります。 

 

 

② ふるいち店舗情報サイトオープン＆テイツーコーポレートサイトリニューアル 

 

 

今回オープンした「ふるいち店舗情報サイト」   今回リニューアルした「テイツーコーポレートサイト」 

 

当社は 2008 年 6 月 18 日より、より機動的に店舗情報を発信することによりお客様を積極的に店

舗へ誘導することを目的に「ふるいち店舗情報サイト」（http://www.furu1.net）をオープンいた

しました。 

４．トピックス 

回収 

補充 

 

物流 

センター 

 

店舗 

 

お客様 販販売売力力  

強強化化  

入入荷荷冊冊数数をを減減少少、、古古本本廃廃棄棄及及びび過過剰剰在在庫庫防防止止にによよりり  「「棚棚入入」」業業務務へへのの注注力力にによよりり  

物物流流ココスストト削削減減にによよるる営営業業利利益益改改善善効効果果  

過過剰剰在在庫庫  

防防止止  

移移動動量量  

減減少少  

販販 売売 力力 強強 化化 もも 実実 現現 

入荷検品物流保管 業務効率の向上 運 賃 
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当サイトでは、今まで株式会社テイツーのホームページで提供した店舗情報やＷｅｂチラシ情報

をより一層強化したことに加え、人気商品の発売日カレンダー、商品の売上ランキング、そして買

取についての説明などを載せ、お客様への店舗情報をより手厚く提供させていただきます。 

なお、2008 年 8 月 12 日には、既存のテイツーコーポレートサイトをリニューアルいたしました。

これによって、当社が「古本市場」を運営する企業であることをより分かりやすく表現するととも

に、株主の皆様をはじめとする投資家の皆様や店舗物件情報のご提供者、当社へ就職をお考えの方

などいろいろなステークホルダーへ、より分かりやすく当社の情報提供を行い、コーポレートブラ

ンド価値向上を目指してまいります。 

当社はこれからもさらなる努力を重ね、「満足を創る」という当社経営理念の実現に向け最善

を尽くしてまいります。 

 

【 株式会社テイツー 会社概要 】 

設  立：1990 年 4 月 

代 表 者：代表取締役社長 大橋 康宏 

資 本 金：11 億 6,550 万円（2008 年 8 月末現在） 

※ 事業内容：「古本市場」の運営（URL：http://www.tay2.co.jp, http://www.furu1.net） 

             インターネットサイトの運営（URL：http://www.ubook.co.jp） 

       インターネット･コミックカフェ「アイ・カフェ」の運営 

（URL：http://www.i-cafe.ne.jp） 

本  社：〒700-0974 岡山県岡山市今村 650 番 111 

東京本部：〒105-0011 東京都港区芝公園 2-4-1 ダヴィンチ芝パークＡ館 8F 

※ 店 舗 数：古本市場直営店 89 店、古本市場業務提携･ＦＣ店 24 店、ブック･スクウェア 4店、 

アイ･カフェ直営店 17 店、アイ･カフェＦＣ店 16 店、合計 150 店（2008 年 8 月末現在） 

※ 従業員数：正社員 449 名、パート･アルバイト 1,628 名 合計 2,077 名（2008 年 8 月末現在）  

注：※マークはテイツーグループに関する情報 

 

 

【 本リリースに関するお問い合わせ先 】 

株式会社テイツー  経営企画部 徐
そう

 

TEL:03-5408-5532 FAX:03-5408-5501 e-mail:ir@tay2.co.jp 

 

 
本資料は、2009 年 2 月期中間期の業績及び今後の経営ビジョンに関する資料の提供を目的としたものであり、当社

が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は 2008 年 10 月 21 日現

在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であ

り、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また、今後、予告なしに変更されることがあ

ります。 


